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茶筅状竹製品の系譜

―岩倉城遺跡出土茶筅の位置づけ―
木川　正夫

出土竹製品や竹製民具の中に、先端を細かく裂いて茶筅状を呈する物（茶筅状竹製品）が

ある。茶筅やササラのように名称がついていて用途が分かっているものもあるが、出土遺物

の中には用途不明のものもある。この小論では岩倉城遺跡等の出土遺物を中心に微妙な形態

の違いによって、茶筅状竹製品がどのような用途に使用されうるか、また、似た用途でも歴

史的にどのように形態が変化していくかを考察したい。

１．はじめに

筆者はさきに（木川1999）茶筅状竹製品につ
いて２例の出土例をあげて「スリザサラ」という
楽器の片方の可能性があることを示唆した。他
の出土例を再調査、再検討を加えた結果、用途の
大部分（Ⅲ～Ⅴ類）は茶道具（茶筅）と考えて問
題ないが、同じ茶筅状をしていても微妙な形態
の違いによって用途が異なることが分かってき
た。

茶筅のように用途が分かる物・用途不明の物
を含めて“茶筅状竹製品”という名称が使用され
ている例があるので、本論でもこの名称を使用
する。私が集成するにあたって基準にした“茶筅
状竹製品”の定義は、
適当な長さ（数㎝～数十㎝）に切断された竹材の長軸

に対して平行に割裂した竹製品（結果的に片方が束ね

られた形状を呈す）

ということである。さて、そのような形状の遺物
を可能な限り集めた。

集成を試みた結果、1999年末現在で日本のも
のが９遺跡10例以上は存在することが分かった

（表１）。その内愛知県岩倉城遺跡出土例は、１遺
跡からの出土数が２例と最多である。

今回の小論では、愛知県岩倉城遺跡出土の茶
筅の持つ特徴が、戦国期の他の出土例と異なる
点に重点を置いて考察した。

２．従来の研究

この遺物については、研究と呼ばれるような
ものはほとんどない。台所用具のササラ・楽器の
ササラ・茶筅と、三者それぞれについての研究で
あれば若干あるが出土遺物との関連はほとんど
取り扱っていない。これらの研究は「５．用途」
で触れる。三者を包括しさらに出土遺物を含め
て研究されたものはない。ただ、増田修氏と横山
妙子氏の集成された目録（増田・横山1997.11）の
鋸歯状木製品の項に数例（生立ヶ里例・袴狭例）
の報告書名等が紹介されている。

３．出土例の観察

出土例10例を報告書・発掘担当者の話・筆者
が実物を見て等の手段で観察した結果の概略を
以下に記す。

１宮内堀脇例※１

筮竹を束ねたような形状。武家屋敷内区画溝
出土。

２青山学院例（青学構内調査会1994）
ささら

簓？と報告されている。木片を一方で束ねた
ような形状。何で束ねられていたかは不明だが
その痕跡がある。木製だが参考例として加えた。
伊予西条藩上屋敷出土。

３生立ヶ里例（牛津町教委1995）

※１　未報告資料。
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節は下端から3.5ｃｍのところにある。穂はま
ず節の５ｍｍ上方から 16 分割の大割りがなさ
れ、さらに３ｃｍ上方で（出土時は桜皮がこの付
近に集中して巻かれていた。）それぞれを３分割
し、さらに２ｃｍ上方で先端がきめ細かく裂か
れている。大割りの部分は身が残っている。それ
より先端は身が削がれている。鋸歯状木製品と
30ｍ離れて出土。ＳＥ94中の木臼と伴出。

４紀尾井町例（紀尾井町調査会1988）
茶筅の先端が破損して（切れて）ほどけたも

の？と報告されている。ＳＲ35出土。
５一乗谷例（朝倉資料館1983）
比較的残存状態はよいが、ややひしゃげてい

る。穂先はのびており、内傾していない。出土茶
筅としては最古の形態とされる。町屋ＳＢ2530
出土。

６梅原胡摩堂例（富山県埋文セ1996）
穂先の末端は内に曲げられており、節が抜か

れて（貫通して）いる。比較的口径の大きい竹材
を使用。穂数約105本。井戸ＳＥ9751出土。

７袴狭例（兵庫県埋文セ1996）
穂の根元付近に編み糸の痕跡がある。しかし

穂同士に凹凸がないので上り穂（外穂）・下り穂
（内穂）の区別はない。また、先端部は変色して
おり、大割り以前に表皮をむいた痕跡と思われ
る。穂先はのびており、内傾しない。穂数74本。
三間堂雨落ち溝出土。

８宮内例※２

穂先が欠損。それ以外は袴狭例に類似。武家屋
敷付近出土。

９・10岩倉城例（愛知県埋文セ1992）
いずれもひしゃげた状態で出土。穂先が何れ

も欠損しているが、出土時は残っていた。残存す
る穂先の内傾は認められない。穂の付け根に凹
凸があることから外穂・内穂の区別があったよ
うである。しかし、編み糸の痕跡は見あたらな
い。いずれも本丸内区画溝ＳＤ03出土。

図１　茶筌の名所（内山1974より引用）

※２　未報告資料。
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表１　茶筅状竹製品地名表

７Ⅲ’b ９Ⅳb 10Ⅳb

６Ⅲb５Ⅲb

2Ⅰa ３Ⅱb ４Ⅲa

図２　出土茶筅状竹製品集成図（1：4）
※番号は表１に対応・図は各文献より転載



59

●

４．型式分類と年代比定

９遺跡10例について、表１（寸法の単位は㎝）
のように型式分類と年代比定を試みた。その基
準を表３に示した。ａ類（握りは手で握る長さ）
とｂ類（握りは指先でつまむ長さ）との長さの境
界はおおよそ６ .2㎝を基準として、ａ類がそれ
以上、ｂ類がそれ以下の長さである。また、実測
図等を図２に示した※３。補足のために民俗例や
絵画資料（筒井1992・林屋1980）等を加味し、資
料対象を増やして考察した。海外の例を中国に
限定した理由は、中国の文献や絵画資料に茶筅
やササラに類する楽器等の掲載があり、日本へ
の影響が最も強いと考えられるからである。

５．用途

茶筅状竹製品の用途は主に次の三つである。
（１）台所用具（タワシ）……Ⅰ・Ⅱ
（２）楽器（ササラ）…………Ⅱa
（３）茶道具（茶筅）…………Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ
次に各用途別に形態の歴史的変化を追ってい

き、出土例がどれに相当するか等検討を加えた
いと思う※４。
（１）台所用具（タワシ）として
台所用具のササラ・束子の歴史については小

泉和子氏の著作（小泉1994）等が詳しいと思わ
れる。

Ⅰ類の台所用具のササラの由来はさだかでな
い。江戸時代の文献『南都名産物集』に「団扇。
竹は筅帚（ささら）のごとし」とあるので、江戸
時代に竹を細かく割った物を清掃道具等に使用
していたであろうと想像がつく。江戸末期以降
の「勝手道具尽し」（図３－１）に登場している
のでその頃は随分普及していたと思われる。出
土例として、宮内堀脇例・青山学院例がある。ま
た、中華料理の鍋を洗うのに、中国でも日本でも
現在に至るまで用いられている。束子で洗うよ
り泡切れがよいらしい。現在製作されているも

のを観察すると、中国の物も日本の物も握り部
にまず角材の芯を用意し、厚めの竹を細かく割
いて皮つきと皮なしに分け、皮なしの方でまず
芯を包み込むように束ね、皮つきの方で皮の部
分が外周を向くようにその外側に束ねて、針金
または繊維の紐で握り部を縛る。形状の似たも
のが洋服ブラシ（図３－３）としても使用されて
いる。

江戸期の絵画資料には唐の陸羽の『茶経』（760
年）に記述のある「札」の推定図がいくつか描か
れている。「札」は竹を細かく裂いて束ね、茶器
を払い清める道具として記述されているのだが、

『茶経中巻茶器図解』（18世紀末）には「竹札」（図
３－２）として柄の長い筆状のもの、『茶筌之一
件』（江戸後期）には「唐茶筌（図３－４）」とし
てあたかも茶筅の起源であるかのように描かれ
ている。

Ⅱ類の一部は台所用具（図３－17）として使
用されるが、楽器として使用される物との違い
は、穂が面取りや間引きされずに密な状態にさ
れていることである。そのような形状でないと
タワシのような役目は果たせない。

束子（たばし・たはし・たわし）はもともとは
自家製で、江戸時代以降都市で商品化され、棕櫚
製のものが江戸時代の遺跡から何十点と出土し
ている。
（２）楽器（ササラ）として
楽器としてのササラ（日本にササラと名のつ

く楽器が二種あり、一つはスリザサラ、もう一つ
はビンザサラである。この場合はスリザサラ。）
の歴史については、拙論（木川1990）があるが、
山路興造（山路1988）や増田修（増田1997）の
ものが詳しい。

表２　茶筅状竹製品の用途推定表

※３　図中の各数字は表1の遺物番号に対応
※４　本文中の「図１－●」などの数字は図１・図３と対応させてある。
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刻骨や鋸歯状木製品がスリザサラの左手で持
ち擦られる方である可能性があり、日本では弥
生期までさかのぼれるが、右手で持つ擦る方（サ
サラ竹）の出土例がないため、瓜郷例の刻骨のよ
うに棒状の鹿角や木の棒で擦られていた可能性
がある。このような例は世界の民族楽器等にも
見られる。擦る方が竹製の茶筅状になるのは、日
本では文献や絵画資料上平安末期からと考えら

ぎょ

れる。中国では「　」（図３－16）という孔子廟
聖楽用の楽器が春秋時代から存在し日本のスリ
ザサラ（図3－15）の原形かとも考えられるが、
宋の陳暘の『楽書』によると、初めは擦る方は木
の棒であり、竹製になったのは唐代以降らしい。

Ⅱ類の一部（Ⅱa類のように握れるタイプ）の
茶筅状竹製品の用途としては、スリザサラのサ
サラ竹が考えられる。Ⅱa類でも台所用具に使用
される物との違いは、面取りや間引きをして疎
にされていることだ。そのようにしないとササ
ラゴを擦る時うまく音が出ない。これらに似た
出土例として生立ヶ里例がある。しかし用途不
明である。いくつかの説は出されているが、水野
正好や山崎和文（佐賀新聞1995）は楽器説をと
なえている。その根拠としては、生立ヶ里例の茶
筅状竹製品が鋸歯状木製品（ササラゴと考えら
れるもの）と約30m離れた同時期の遺構で出土
していることである。筆者（木川）も両者の実物
を観察したが、穂先が細かく裂かれていること
や鋸歯状木製品の刻目が浅く短くしか刻まれて
いないことから、両者を結びつけることは少々
困難と言わざるをえない。むしろ、木臼と伴出し
たことからタワシのように使用されたか、液状
のものを攪拌するために使用したのではないか
と考えたい。
（３）茶道具（茶筅）として

茶筅の歴史については、内山一元の著（内山1974）をはじめ、
熊倉功夫（熊倉1977）、布目潮 （布目1998）等が詳しい。ま
た、現存民俗例からは漆間元三（漆間1982）や中村羊一郎（中
村1992）が詳しい。

文献上茶筅が登場するのは北宋徽宗皇帝の
『大観茶論』（1107年）である。抹茶を攪拌し、泡
立てるための道具として唐代の竹夾（ちくきょ
う＝竹ばし）、北宋の茶匙（ちゃさじ）にかわっ

て使用され始めた。南宋の『茶具図賛』（1269年）
には「竺副帥」として茶筅の絵が載せてある。他
に南宋代の『品茶図』（12～ 13世紀）や元代の

『元宝山墓壁画』（14世紀）などに描かれている
が、15世紀、明代に中国では抹茶の衰退ととも
に茶筅も消滅してしまう。日本で文献上の初見
は鎌倉時代（13世紀末）で、絵画としては南北
朝時代の『慕帰絵』（1351年）である。『福富草
紙』（15世紀前半）のものも初期のものとして有
名である。日本ではこの後、形態の変化・多様化
は見られるものの、現代まで連綿と製作・使用さ
れている。さて、茶筅状竹製品の内、茶筅に相当
するⅢからⅤ類の分類であるがこれは筆者が文
献・絵画資料・伝統工芸品とその製作方法などか
ら分類したものであり、おおよそⅢからⅤの順
に多様化していくものとおもわれる。

Ⅲ類
現在の民俗例で残っている振り茶や桶茶に使

用する茶筅と同様の形態である。Ⅳ類以下との
決定的違いは外穂・内穂に分けない点である。そ
の分製作に手間がかからない。またⅡ類との違
いは竹の身を削ることで、その製作過程で穂先
は内傾することがある。初期の絵画資料として

『茶具図賛』（図3－７）、『慕帰絵』（図3－８）、
『福富草紙』（図3－12）が相当する。民俗例の振
り茶用茶筅として出雲のボテボテ茶筅（図3 －
11）、桶茶用茶筅として沖縄のブクブクー茶筅な
どがある。なおブクブクー茶筅を描いたと考え
られる古いものに『中山伝信録』（1721年）の「小
竹箒」の図（図3－６）がある。出土例としては、
一乗谷例・梅原胡摩堂例が相当する。

また、Ⅲ’類として編み糸のかけられているも
のをここに入れた。この編み糸はⅣ類のように
外穂・内穂に分けるためのものでなく、穂同士の
隙間を開けるためのものである。初期の絵画資
料として『品茶図』（図3－９）、『元宝山墓壁画』

（図3－13）などが相当する。民俗例として北設
楽郡の桶茶用茶筅（図3－10）・中曽司の茶筅（図
3－14）がある。出土例は袴狭例・宮内例が相当
する。
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表３　茶筅状竹製品型式分類表

図３　各種の茶筅状竹製品（約1：4）
※各文献より転載
（1,8,12,13,16は再トレース）

茶筅状竹製品の系譜

１Ⅰa ２Ⅰa ３Ⅰb ４Ⅰb
５Ⅳb

６Ⅲa ７Ⅲa

８Ⅲa ９Ⅲ’a

10Ⅲ’a
11Ⅲb

12Ⅲb 13Ⅲ’b

14Ⅲ’b 15Ⅱa

16Ⅱa 17Ⅱb
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Ⅳ類
戦国時代初め頃、村田珠光のすすめで高山宗

砌が開発したと考えられるタイプの茶筅。外穂・
内穂に分けることによって、茶の湯に使用され
る茶筅も芸術の域に高められた。千利休もこの
タイプ（図3－５）を用いた。ただし編み糸をか
けていないと何度も使用する内に外穂・内穂が
寄ってくる。しかし、穂の付け根の凹凸は残る。
出土例としては、岩倉城例が相当する。

Ⅴ類
千利休以降に出現したとおもわれる、上り穂

（外穂）の先端を内に曲げるタイプ。裏千家流等
（図１）で利休の形状を真似るのがおそれ多いと
のことで先端を曲げたことが始まりらしい。た
だし、何度も使用するうちに外穂の先がのびて
くる。現在、裏千家流数穂というこのタイプが標
準茶筅として（流派にこだわらないときなど）使
用される。

６．岩倉城遺跡出土例の位置づけ

岩倉城例を観察してみて、他の戦国期の出土
茶筅と比較して異なる点は穂の付け根に凹凸が

見られることである。これは外穂・内穂に分けら
れていたことを意味する。外穂・内穂に区別する
とき編み糸をふつうかけるが、その痕跡は見ら
れない。現存状況として穂先が根元からことご
とく折れていることから、編み糸がかかってい
た可能性はある。それらのことから、高山宗砌が
開発したとされる芸術的な茶筅の最古の出土例
ではないかと考えられる。

７．結 び

茶筅状竹製品に関して、さまざまな分野の文
献に目を通し、以上のような見解を持つに至っ
た。まだまだ不明な点も多々あるが、茶筅状竹製
品の出土例が増えていき、茶筅状竹製品の系譜
がさらに解明されていくことを期待する。
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